
氏
何
琴
ぱ
ポ
ロ
切
れ
や
奴
隷

uhγ

盆
き
多
抱
一
ぬ
ふ
ヲ
2
管
関

蹟長
月

山

口

東

京

と

附

山

で

、

-a
名
の
国
鉄
労
偶
者
カ
自
殺
に
追
い
や
ら
れ
た
。
~
分
割
・
民
常
化
一
攻
撃

矧
の
開
始
以
米
、
四
十
一
人
目
の
犠
牲
引
だ
《
問
符
無
期
の
十
万
人
斤
切
り
、
権
利
も
生
活
も
奪
わ
れ
、
ム
シ
ケ

蹴
ラ
の
ご
と
く
扱
わ
れ
る
わ
翌
日
平
マ
ル
に
で
て
は
、
組
合
い
が
労
働
行
か
品
川
田
明
か
ら
追
い
た
て
る
の
ま
さ
に
、

混
入
が
人
と
し
て
働
き
、
主
張
す
る
こ
と
を

T

内
定
さ
れ
た
な
か
で
の
事
態
に
心
の
氏
か
ら
の
怒
り
を
お
さ
え
る
こ

蹴
と
が
で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
事
態
に
が
ま
ん
で
き
な
い
が
ゆ
え
に
、
第
波
・
第
二
波
の
ス
ト

蹴
ラ
イ
キ
に
起
っ
た
。
中
曽
根
・
杉
浦
、
そ
し
て
勤
労
小
マ
ル
へ
の
に
く

L
み
を
た
ぎ
ら
せ
、
徹
底
的
に
闘
い
ぬ

制
き
、
全
国
鉄
労
働
者
の
総
決
起
を
つ
く
り
だ
そ
う
「

殺

し

た

の

は

革

マ

ル

松

崎

だ

二
十
一
日
、
岡
山
県
内
の
自
宅
で
猟
銃
自
殺
し
た
阿

山
機
関
区
所
属
の
勤
労
組
合
員
三
一
一
六

J
可
機
士
)
は
、

勤
労
革
マ
ル
の
方
針
を
お
し
つ
け
ら
れ
、
今
年

4

月
十
五

円
か
ら
:
年
聞
の
復
峨
前
提
の
休
臓
に
入
勺
て
い
た
門

彼
を
殺
し
た
の
ば
、
勤
労
市
?
ル
・
松
崎
だ
小

松
崎
は
、
抗
'
マ
ル
分

f
の
生
き
残
り
の
た
め
組
合
員
を

一
一
一
本
村
い
に
か
り
た
て
、
人

Hm化
に
中
山
十
先
協
力
し
て
き
た
ば

か
り
か
、
労
働
強
化
の
ド
で
組
合
員
が
事
故
を
お
こ
し
た

り
、
い
や
気
が
さ
し

H

不
詳
し
ゃ
H

を
お
こ
す
や
、
、
組
合
と

は
無
縁
」
と
切
り
捨
て
る
な
ど
、
ま
さ
に
、
同
鉄
労
働
者
を

H

去
る
も
地
獄
、
残
る
も
地
獄
u

へ
と
叩
き
こ
ん
で
き
た

阿
波
本
人
だ
。

自
ら
の
組
合
員
を
死
に
追
い
や
る
ば
か
り
か

!li)) 
p会

千

葉
・
国
労
の
解
体
に
血
道
を
あ
げ

つ
い
に
鉄
労
と
の
共

闘
を
打
ち
出
し

名
実
と
も
に
労
働
者
の
階
級
敵
と
し
て

の
正
体
を
現
わ
に
し
た
勤
労
革
マ
ル
を
絶
対
に
許
す
な
。

怒
-D
の
決
起
で

必
ず
と
の
責
任
を
取
ら
せ
よ
う

1J 

新
宿
駅
営
業
管
理
係
の
国
労
組
合
員
(
五
九
才
)

を
自
殺
に
追
い
こ
ん
だ
の
は
、

当
局
の
し
つ
よ
う
な
「
か

た
た
た
き
H
退
職
強
要
」

で
あ
っ
た
。

一
九
四
四
年
国
鉄
入
社
、

四
八
年
か
ら
三
八
年
間
も
新

全
く
理
不
尽
な
「
分
割
・
民

十
万
人
の
首
切
り
に
反
対
し
、

当
局
の
退
職
強

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

一
体
国
鉄
当
局
に
、

労
働
者
の
生
活
を
人
生
設
計
を
メ

チ
ャ
ク
チ
ャ
に
す
る
権
利
が
あ
る
と
で
も
い
う
の
か
。
こ

の
責
任
を
誰
が
取
る
の
か
。

わ
れ
わ
れ
は
、

本
当
に
怒
り
と
に
く
し
み
で
レ
っ
ぱ
い

で
あ
る
。

同
時
に

」
の
労
働
者
の
切
実
な
声
や
こ
こ
ま
で
追
い

」
ま
れ
た
労
働
者
の
気
持
ち
を
く
み
あ
げ
、

守
れ
な
か
っ
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国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合

千

葉

市

要

町

-

一

八

(

)

(
欽
屯
)
一
九
一
任

1
ぃ
ハ
・
(
公
衆
」

O
同
じ
ベ
幻
」
じ
一
一
(
)
じ

No. 

~~混蹟遺蹟Z程度疲占在感~毘

た
国
労
指
導
部
に
対
し
て
も
重
大
な
疑
念
を
祭
じ
え
な
い
。

，/ 
ト予告せ九

十
ずム
M
H
I

粉を較
VF

ヤヘ
f
i〆

十由氏
rヤ
t
J

か
戊

γ
ι々r

説
明

怒
り
と
く
や
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
船

わ
れ
わ
れ
は
、
第
一
波
・
第
二
波
の
ス
ト
を
闘
い
ぬ
い
で

た
誇
り
と
確
信
に
か
け
、
か
か
る
国
労
指
導
部
の
屈
服
を
結

詐
さ
ず
、
決
起
を
開
始
し
た
全
国
の
仲
間
と
共
に
、
必
ず
団

「
分
割
・
民
営
化
」
十
万
人
首
切
り
粉
砕
を
か
ち
と
る
。
介
品

わ
れ
わ
れ
が
闘
い
、
勝
利
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
四
十
一
旧

名

の

労

働

者

は

決

し

て

浮

か

ば

れ

な

い

。

川

中
曽
根
・
杉
浦
・
松
崎
へ
の
怒
り
を
た
ぎ
ら
せ
、
全
国
族

鉄
労
働
者
の
総
決
起
へ
向
け
、
闘
っ
て
闘
っ
て
闘
い
ぬ
こ
」
家

ぅ

。

円

日

一

一ム口
一
口
比

一

rぷ
小

、九二ノ一

国
労
指
導
部
の
屈
服
を
の

D
こ
え

総
反
撃
陀
起
と
う

「
引
・

3
一
で
三
万
人
、

一

-

-

一

C
o
.
-
A
L
で
八
万
人
も
の

大
要
員
削
減
H
首
切
り
合
理
化
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
お

り
、
現
場
で
は
、

具
体
的
に
追
い
出
し
、

首
切
り
要
員
の

選
別
が
行
わ
れ
、

労
働
者
が
苦
悩
と
苦
闘
の
渦
の
中
に
あ

る
今
、

何
故
、

起
っ
て
闘
お
う
と
し
な
い
の
か
。

勤
労
千
葉
の
ス
ト
に
対
し
、
ス
ト
破
り
を
さ
せ
る
と
は
何

4
4

、4
0

誌
弓
ふ
M

本
当
に
、

分
割
・
民
営
化
の
嵐
の
な
か

仕
事
一
筋
の
出
札
係
日

ロ
ッ
カ
ー
に
「
退
職
強
要
反
対
」
斬


